
●開催時間／各回10:30～（30分程度） ●会場／富山市民病院1階看護外来待合室
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 3 月 心臓と肺の働きと運動療法
 4 火 便秘のお話
 5 水 インフルエンザにかからない！

うつさない！  ための感染対策
 6 木 知っておきたい薬の知識
 7 金 糖尿病の合併症について
11 火 検査結果の見方～腎臓～
12 水 たばこと病気
13 木 乳がん検診を受けましょう！

がん何でも相談室ってどんなとこ？
14 金 こどものホームケア（けいれん）
17 月 骨粗鬆症について
18 火 慢性腎臓病について
19 水 白内障について
20 木 がんについて知ろう！
21 金 内視鏡について
24 月 メンタルヘルス～こころの健康～
25 火 高齢者と肺炎
27 木 認知症って、何？
28 金 いざという時の応急処置
31 月 気を付けたい高齢者の食事

まって！ その食事で大丈夫？

 2 水 冬に流行する感染症
 4 金 糖尿病の合併症について
 7 月 お口の体操～食べる力を鍛えよう～
 8 火 ジェネリックを知ろう
 9 水 いびき気になりませんか？

睡眠時無呼吸症候群の
セルフチェックをしてみよう

10 木 乳がん検診を受けましょう！
がん何でも相談室ってどんなとこ？

14 月 すい炎について
15 火 お口の健康
16 水 肺炎予防は食事から

～食事の工夫で誤嚥を防ぐ～
17 木 がんについて知ろう！
21 月 検査結果の見方～総合～
22 火 フットケア～足からの健康～
24 木 認知症の基礎知識
25 金 いざという時の応急処置
28 月 災害時の医療体制と震災関連病
30 水 尿もれについて

 1 木 今日からできる減塩の食事
 2 金 糖尿病の合併症について
 5 月 脳卒中について
 6 火 カサカサお肌のスキンケア
 7 水 インフルエンザにかからない！

うつさないための感染対策
 8 木 乳がん検診を受けましょう！

がん何でも相談室ってどんなとこ？
 9 金 こどものホームケア（脱水）
12 月 すい炎について
13 火 放射線治療について
14 水 禁煙への手助け
15 木 がんについて知ろう！
16 金 おしっこトラブルで悩んでいませんか？
19 月 １０分間でできる腰痛体操
20 火 慢性腎臓病について
21 水 子育て・孫育て講座
22 木 認知症の検査・治療について
26 月 心臓の病気について
27 火 フットケア～足からの健康～
28 水 痛みと上手に付き合おう

富 山 市 民 病 院 の 基 本 理 念
The Idea of the Toyama City Hospital

ふ れ あ い 健 康 講 座

使　命
MISSION 私たちは医療を通して皆様の健康を守り、豊かな地域づくりに貢献します。

富山市民病院の存在意義

●思いやり やさしさ、やすらぎ、おもてなし、親切
●つながり 連携、チームワーク、わかりやすさ

価値観
VALUE

●信頼 安全・安心、満足、透明性
●良質 技術、知識、向上心、科学的
●俊敏 迅速、効率的、的確

我々が何を大切にしていくかのキーワード

展　望
VISION

●地域から最も信頼される病院になる
●地域医療の質向上を牽引する病院になる
●地域医療情報ネットワーク構築の中心的役割を担う病院になる

将来どのような姿を目指すのか

日本医療機能評価機能富山市立富山市民病院

富山市立富山市民病院

富山市民病院マガジン「きよら」

●題名の「きよら」は病院の清潔なイメージや医療の透明性、
そして心の美しさを表し、柔らかでやさしい書体はやすらぎ
と信頼を表現しています。
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※講座内容は変更になる場合がございます。

特集
Special Feature

新体制で挑む! 最新の治療 「耳鼻いんこう科」
幅広い診察で身近な悩みを解決! 「泌尿器科」
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センター

●会場／富山市民病院1階看護外来待合室　　●時間／11:00～ 12:00

●お問い合わせ先／「がん何でも相談室」 TEL.076-422-1112（内線2560）

02

自衛消防隊消防操法大会に
参加しました

　富山県広域消防防災センターにて第11回自衛消

防隊消防操法大会が行われました。この大会は、富

山消防署管轄内の企業や施設、病院などから参加し、

各事業所における防火意識の向上及び火災発生時に

おける自衛消防隊員の初期消火体制の確立を図るこ

とを目的として毎年実施されています。当院からは、

毎年、看護部・臨床検査科・放射線技術科・リハビ

リテーション科・事務局の職員

や委託業者など各職種からメン

バーを選出し、男女各1チーム

が屋内消火栓の部に出場してい

ます。隊員に選ばれたメンバー

は、大会に向けて約1か月間練習に取り組んできま

した。初期消火のため必要な技術を身に付けること

により、日頃から災害に対する意識の向上に努めて

います。

T O P I C S

01

市民公開講座のご案内

T O P I C S

10.26（水） 悪性リンパ腫について 寺﨑　靖（血液内科医師）

11. 1（火） 緩和ケアについて 舩木康二郎（緩和ケア内科医師）

11.11（金） 膵臓がんについて 水野　秀城（消化器内科医師）

11.18（金） 乳がんのおはなし 吉川　朱実（外科医師）

11.29（火） がんの予防と胃がん大腸がんの治療 泉　良平（病院事業管理者・外科医師）

　10月から11月にかけて、第16回市民公開講座「がんについて学ぶ会」を開催します。

　「がん」をテーマとした、当院の専門医師によるリレー方式の講座となっています。6月から7月にかけ

て同様のテーマで第15回を開催しました。全5回の講座に延べ150人の方にご参加いただきました。

　今回は同じテーマで下記のとおりの開催予定となっております。「がん」に興味のある方、前回の講

座を聞き逃された方、もう一度講座を聞いてみたい方は、ぜひご参加ください。

　予約や申し込みは不要で、どなたでもご参加いただけますので、皆様のお越しをお待ちしています。
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「慢性副鼻腔炎＝ちくのう症」と
「慢性中耳炎」の今昔
［インタビュー］ 耳鼻いんこう科／加藤理紗 医師

07

「言語聴覚士」の私たちにできること
［インタビュー］ リハビリテーション科／山本久美子 主査技師
 リハビリテーション科／有澤栄朗 技師
 リハビリテーション科／浅井慈子 技師

02［インタビュー］ 耳鼻いんこう科医長／辻 　亮 医師

新体制で挑む!
最新の治療「耳鼻いんこう科」

Special Feature
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12

出産に次ぐ痛みとも!?
知っておきたい「尿路結石」のこと

［インタビュー］ 泌尿器科医長／高瀬育和 医師

14

「泌尿器科」ならではの深慮ある看護の現場
［インタビュー］ 泌尿器科／寺井久美子 看護師長
 泌尿器科／谷　 玲 主任看護師（快適CIC指導士）

15

いよいよ始動！ 「排尿ケアチーム」
［インタビュー］ 西病棟４階／青木かずみ 副看護師長
 リハビリテーション科／愛場友恵 主任技師（理学療法士）

16

17

いざ手術が決まったら訪れるのが
「術前検査センター」
［インタビュー］ 地域医療連携室／宮前悠華 主任看護師

09［インタビュー］ 泌尿器科部長／児玉浩一 医師

幅広い診察で身近な悩みを解決!
「泌尿器科」

Special Feature
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富山市民病院の「耳鼻いんこう科」には、
今年４月、金沢大学附属病院から辻亮医師が医長として赴任。

大学では、「頭頸部腫瘍」の診療に特に評価が高かった辻医師を中心に、
加藤理紗医師、さらに毎週火曜には金沢大学から

杉本寿史医師の派遣を受け、外来診療、手術にあたっている。

新体制で挑む！
最新の治療

「耳鼻いんこう科」

耳
鼻
い
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こ
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医
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辻つ
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き
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医
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Ｑ
．
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
？

辻　

耳
、
鼻
、
の
ど
の
病
気
を
扱
う
「
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
」

に
は
、
お
そ
ら
く
身
近
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

臨
床
医
学
上
は
、
五
感
の
う
ち
“
嗅
覚
・
聴
覚
・
味
覚
”
の

３
つ
に
直
接
関
係
し
、
さ
ら
に
言
語
や
平
衡
機
能
な
ど
に
も

関
わ
る
こ
と
か
ら
、
特
異
な
位
置
を
占
め
る
科
と
言
え
ま
す
。

Ｑ
．
辻
先
生
は
「
頭と
う

頸け
い

部ぶ

腫し
ゅ

瘍よ
う

」
に
特
に
お
詳
し
い
と
聞
い

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
病
気
な
の
で
し
ょ
う
か
？

辻　

ま
ず
“
頭
頸
部
”
と
は
、
目
と
脳
、
脊せ
き

髄ず
い
を
の
ぞ
く
、

顔
面
と
首
を
指
し
ま
す
。
こ
の
部
位
は
、
発
声
や
咀そ

嚼し
ゃ
く、
嚥え
ん

下げ

、
味
覚
や
呼
吸
、
そ
し
て
顔
面
の
形
態
、
つ
ま
り
容
貌
に

も
深
く
結
び
付
く
重
要
な
部
位
で
す
。
頭
頸
部
の
悪
性
腫
瘍

の
う
ち
扁へ
ん

平ぺ
い

上じ
ょ
う

皮ひ

癌が
ん
と
い
う
種
類
の
が
ん
で
頻
度
が
高
い

も
の
に
は
、「
喉こ
う

頭と
う

が
ん
」、「
咽い
ん

頭と
う

が
ん
」、
そ
し
て
歯
茎
や

舌
、
頬
に
悪
性
腫
瘍
が
で
き
る
「
口こ
う

腔く
う
が
ん
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　　　
Ｑ
．“
咽い
ん

頭と
う
”
と
“
咽い
ん

頭と
う
”
の
違
い
は
な
ん
で
す
か
？

辻　

喉こ
う

頭と
う
は
、
分
か
り
や
す
く
言
う
と
喉の
ど

仏ぼ
と
けの
あ
た
り
で
す
。

そ
の
後
ろ
側
に
位
置
し
、
鼻
の
奥
か
ら
食
道
へ
と
続
く
管
を

咽い
ん

頭と
う

と
言
い
、
咽
頭
は
さ
ら
に
上
じ
ょ
う

咽い
ん

頭と
う

、
中
ち
ゅ
う

咽い
ん

頭と
う

、
下か

咽い
ん

頭と
う

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
．
ま
ず
「
喉こ
う

頭と
う
が
ん
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

辻　
「
喉
頭
が
ん
」
は
、
声
が
か
す
れ
る
、
ま
た
時
に
は
喉

の
痛
み
や
異
物
感
が
あ
る
、
呼
吸
が
し
に
く
い
、
血
痰
が
出

る
、
な
ど
の
初
期
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

リ
ス
ク
因
子
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
タ
バ
コ
の
刺
激
、
そ
し

て
加
齢
で
す
。
喉
頭
が
ん
患
者
の
90
％
が
喫
煙
者
で
あ
る
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
圧
倒
的
に
65
歳
以
上
の
男
性
患
者
が

多
い
の
も
、
愛
煙
家
の
数
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。「
喉
頭
」
は
“
食
べ
る
、
飲
む
、
呼
吸
を
す
る
”
と
い
う

生
命
維
持
に
不
可
欠
な
活
動
を
支
え
て
い
る
器
官
な
の
で
、

が
ん
が
発
見
さ
れ
て
も
出
来
る
だ
け
そ
の
機
能
を
維
持
す
る

こ
と
を
優
先
し
た
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
喉
頭
が
ん
」
は
放
射
線
が
効
き
や
す
い
が
ん
と
言
わ
れ

て
お
り
、
早
期
が
ん
の
治
療
の
第
一
選
択
と
し
て
放
射
線
治

療
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
腫
瘍

切
除
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
進
行
が
ん
で
は
、
抗
が
ん

剤
を
併
用
し
た
放
射
線
治
療
や
喉
頭
全
摘
術
と
頸け
い

部ぶ

郭か
く

清せ
い

術じ
ゅ
つ

等
の
手
術
治
療
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
．
つ
づ
い
て
「
咽い
ん

頭と
う
が
ん
」
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

辻　
「
咽
頭
が
ん
」
は
、
が
ん
が
咽
頭
の
ど
の
部
位
に
発
生

し
た
か
に
よ
っ
て
、
現
れ
る
症
状
が
異
な
り
ま
す
。

　

咽
頭
の
上
部
で
あ
る
「
上
咽
頭
」
に
が
ん
が
で
き
る
と
、

聴
覚
や
視
力
に
か
か
わ
る
神
経
や
器
官
が
影
響
を
受
け
、
難

聴
や
耳
鳴
り
、
視
力
が
落
ち
る
、
二
重
に
見
え
る
な
ど
の
障

害
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
リ
ン
パ
節
に
転
移

し
や
す
く
、
頸
部
の
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
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“
嗅
覚
、
聴
覚
、
味
覚
”

五
感
の
う
ち
３
つ
に
関
係

喉こ
う

頭と
う

と
咽い

ん

頭と
う

の
違
い

出典：がんの冊子 各種がんシリーズ 咽頭がん（独立行政法人国立がん研究センターがん対策情報センター発行）



も
多
い
で
す
。
発
症
原
因
は
“
Ｅ
Ｂ
（
エ
プ
ス
タ
イ
ン
バ
ー
）

ウ
イ
ル
ス
”
で
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
中
に
分
布
し
て

お
り
、
も
と
も
と
健
康
な
人
の
咽
頭
に
生
息
し
て
い
る
も
の

で
、
唾
液
中
に
含
ま
れ
ま
す
。
キ
ス
な
ど
の
行
為
に
よ
り
、

唾
液
を
介
し
て
感
染
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
稀
に
慢
性
的

に
体
内
で
活
動
し
、
増
殖
を
続
け
る
と
「
上
咽
頭
が
ん
」
を

発
病
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。「
上
咽
頭
が
ん
」
に
も
放

射
線
治
療
が
有
効
で
、
抗
が
ん
剤
薬
治
療
（
化
学
療
法
）
が

併
用
さ
れ
ま
す
。

　

咽
頭
の
中
部
「
中
咽
頭
」
に
が
ん
が
で
き
る
と
、
扁へ
ん

桃と
う

腺せ
ん

が
炎
症
を
起
こ
し
て
腫
れ
た
り
、
痛
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
の
影
響
も
受
け
ま
す
が
、

近
年
は
“
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）”
に
関
連

し
た
「
中
咽
頭
が
ん
」
が
若
年
層
に
増
え
て
い
る
の
が
気
に

な
り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
、
手
や
口
に
よ
る
性
行
為
で
感
染
し
、

「
子
宮
頸
が
ん
」
の
原
因
に
な
る
こ
と
は
比
較
的
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、「
中
咽
頭
が
ん
」
や
「
口
腔
が
ん
」
な
ど
に
も
関

与
す
る
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
中
咽
頭
」
の
早
期
が
ん
で
は
、
放
射
線
治
療
か
経
口
的

な
手
術
、
進
行
が
ん
で
は
、
化
学
放
射
線
治
療
や
拡
大
手
術

と
再
建
術
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

咽
頭
の
下
部
「
下
咽
頭
」
に
、
が
ん
が
で
き
る
と
、
嚥
下

時
痛
が
出
た
り
、
声
が
枯
れ
た
り
と
い
っ
た
症
状
が
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
「
下
咽
頭
が
ん
」
は
首
の
リ
ン
パ
節
（
頸
部
リ

ン
パ
節
）
に
転
移
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
首
に
し
こ
り
を

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
下
咽
頭
が
ん
」
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

や
タ
バ
コ
、
食
べ
物
や
環
境
因
子
な
ど

と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見

の
場
合
は
、
放
射
線
療
法
や
化
学
放
射

線
療
法
で
完
治
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
進
行
し
て
か
ら
見
つ
か
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
進
行
が
ん
で
は
手
術
が
中
心

と
な
り
ま
す
。

　　　
Ｑ
．「
頭
頸
部
が
ん
」
全
体
の
発
生
頻

度
は
高
い
の
で
し
ょ
う
か
？

辻　
「
頭
頸
部
が
ん
」
は
、
全
て
の
が

ん
の
５
％
程
度
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
全

体
数
は
少
な
い
の
で
す
が
、「
喉
頭
」

や
「
咽
頭
」、「
口
腔
」
以
外
に
も
、

「
鼻
」、「
副ふ
く

鼻び

腔く
う

」、
唾だ

液え
き

を
出
す
「
耳じ

下か

腺せ
ん

」
や
「
顎が
っ

下か

腺せ
ん

」、

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
「
甲こ
う

状じ
ょ
う

腺せ
ん
」
な
ど
種
類
が
非
常
に
多

く
、
発
生
原
因
や
治
療
法
、
病
気
の
進
行
具
合
な
ど
が
異
な

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

発
生
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
喫
煙
や
飲
酒
が
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
た
め
、
日
本
頭
頸
部
が
ん
学
会
で
は
、「
禁

煙
・
節
酒
宣
言
」
を
出
し
て
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
口
の
中
の
不
衛
生
が
「
口
腔
が
ん
」
の
リ
ス
ク
因
子

と
な
り
ま
す
の
で
、
日
頃
の
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
に
も
十
分
注
意

を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

Toyama City Hospital Magazine / vol.83 4

予
防
に
は

“
禁
煙
、
節
酒
、

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
”



　　　
Ｑ
．
か
つ
て
「
蓄ち
く

膿の
う

症し
ょ
うの
手
術
は
痛
い
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
…
。

　
加
藤　

風
邪
が
誘
因
と
な
っ
て
、
副ふ
く

鼻び

腔く
う

内
に

粘
調
な
分
泌
物
が
溜
ま
る
こ
と
は
多
い
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
一
時
的
な
も
の
で
す
。
様
々
な
要

因
に
よ
っ
て
、
そ
の
炎
症
が
持
続
す
る
も
の
が

慢ま
ん

性せ
い

副ふ
く

鼻び

腔く
う

炎え
ん
、
い
わ
ゆ
る
「
蓄
膿
症
」
で
す
。

「
蓄
膿
症
」
の
手
術
が
怖
が
ら
れ
る
理
由
は
、

か
つ
て
は
唇
を
め
く
り
上
げ
て
頬
の
骨
を
除
去

し
、
病
的
な
粘
膜
を
す
べ
て
摘
出
す
る
と
い
う

手
術
が
主
流
で
、
術
後
の
腫
れ
や
痛
み
が
強
か
っ
た
た
め
で

し
ょ
う
。
し
か
し
現
在
は
、
内
視
鏡
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
身
体
に
対
す
る
負
担
が
少
な
い
手
術
へ
と
様
変
わ
り
し
、

術
後
の
痛
み
や
腫
れ
は
以
前
と
比
べ
て
か
な
り
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
そ
れ
は
ど
ん
な
手
術
な
の
で
し
ょ
う
か
？

加
藤　

鼻
の
穴
か
ら
内
視
鏡
や
器
具
を
入
れ
て
、
モ
ニ
タ
ー

の
映
像
を
見
な
が
ら
手
術
を
行
い
ま
す
。
副
鼻
腔
か
ら
鼻
内

に
つ
な
が
る
交
通
路
を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
、

副
鼻
腔
内
の
粘
膜
は
で
き
る
だ
け
保
存
し
ま
す
。
周
囲
に
目

や
脳
が
あ
り
、
ご
く
簡
単
な
手
術
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
全

身
麻
酔
を
か
け
ま
す
し
、
こ
の
手
術
方
法
で
体
の
負
担
や
痛

み
は
大
き
く
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
昔
の
タ
イ
プ
の
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辻
医
師
か
ら
、
の
ど
の
腫
瘍
を
中
心
に
詳
し
く
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
、

加
藤
医
師
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
蓄ち

く

膿の
う

症し
ょ
う「

慢
性
副
鼻
腔
炎
」と「
慢
性
中
耳
炎
」に
つ
い
て
、

同
科
の
最
新
医
療
技
術
と
と
も
に
紹
介
し
て
も
ら
う
。

「
慢
性
副
鼻
腔
炎
＝
ち
く
の
う
症
」と

「
慢
性
中
耳
炎
」の
今い

ま

昔む

か

し

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
　
加か

藤と

う 

理り

紗さ 

医
師

切
開
手
術
か
ら

内
視
鏡
下
手
術
へ



手
術
で
は
数
十
年
後
に
「
副
鼻
腔
の
う
胞
」
と
い
う
病
気
を

引
き
起
こ
し
て
疼
痛
や
眼
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
手
術
で
は
そ
の
心
配
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　　　
Ｑ
．
お
そ
れ
ず
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
に
か
か
る
べ
き
で
す
ね
。

加
藤　

鼻
づ
ま
り
や
鼻
水
に
慣
れ
て
し
ま
い
、
放
っ
て
お
く

方
も
多
い
で
す
が
、
歯
の
炎
症
や
真
菌
（
カ
ビ
）
な
ど
が
原

因
の
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
副
鼻
腔
炎
で
は
な
く
腫
瘍
（
が

ん
や
乳
頭
腫
な
ど
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
が
長

引
く
よ
う
な
ら
、
一
度
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．
つ
づ
い
て「
慢ま
ん

性せ
い

中ち
ゅ
う

耳じ

炎え
ん

」に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

加
藤　

風
邪
な
ど
の
際
に
の
ど
の
菌
が
耳
に
波
及
す
る
と

「
急
性
中
耳
炎
」
と
な
り
ま
す
が
、
特
に
小
さ
な
お
子
さ
ん

に
多
く
、
一
時
的
に
鼓こ
ま

膜く

穿せ
ん

孔こ
う
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
完
全
に
治
ら
ず
、
耳
だ
れ
を
繰
り
返
し
た
り
鼓こ

膜ま
く
の

穿
孔
が
残
っ
た
り
す
る
状
態
が
「
慢
性
中
耳
炎
」
で
す
。
ま

ず
は
抗
菌
薬
を
使
用
し
て
炎
症
を
改
善
さ
せ
ま
す
が
、
穿
孔

を
通
し
て
細
菌
が
入
り
や
す
い
た
め
、
風
邪
な
ど
が
き
っ
か

け
で
炎
症
を
繰
り
返
し
ま
す
。
慢
性
中
耳
炎
は
炎
症
だ
け
で

は
な
く
、
鼓
膜
穿
孔
や
耳じ

小し
ょ
う

骨こ
つ
の
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
聴

力
が
低
下
し
て
「
伝
音
難
聴
」
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
手
術

で
改
善
で
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
炎
症
を
繰
り
返
し
内

耳
ま
で
傷
害
さ
れ
る
と
、「
感
音
難
聴
」
が
加
わ
り
、
回
復

が
困
難
と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
慢
性
中
耳
炎
は
早
め
の

対
処
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
中
耳
の
喚
起
障
害
や
鼓
膜
穿
孔

な
ど
が
き
っ
か
け
で
「
真し
ん

珠じ
ゅ

腫し
ゅ

性せ
い

中ち
ゅ
う

耳じ

炎え
ん

」
と
い
う
病
気
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
頻
度
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周

囲
の
骨
を
溶
か
し
な
が
ら
大
き
く
な
る
た
め
、
め
ま
い
や
顔

面
神
経
麻
痺
な
ど
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
ち
ら
は
手
術
治
療
が
基
本
で
す
。

　
加
藤　
「
慢
性
中
耳
炎
」
や
「
真
珠
腫
性
中
耳
炎
」
の
手
術
の

目
的
は
、
中
耳
の
病
変
を
摘
出
し
、
鼓
膜
や
耳
小
骨
を
再
建

し
て
聴
力
を
改
善
さ
せ
、
鼓
膜
穿
孔
を
塞
い
で
今
後
の
感
染

を
予
防
す
る
こ
と
で
す
。
標
準
的
な
方
法
で
は
、
耳
の
後
ろ

を
切
開
し
、
顕
微
鏡
下
に
骨
を
削
っ
て
病
巣
に
到
達
し
ま
す
。

当
院
で
は
新
し
く
、
内
視
鏡
を
用
い
て
耳
の
穴
か
ら
手
術
を

行
う
経け
い

外が
い

耳じ

道ど
う

的て
き

内な
い

視し

鏡き
ょ
う

下か

耳じ

科か

手し
ゅ

術じ
ゅ
つ（
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
）
も
導

入
し
て
い
ま
す
。
全
例
で
適
用
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
般
的
な
顕
微
鏡
下
手
術
に
比
べ
て
体
の
負
担
や
痛

み
が
軽
く
、
耳
後
部
に
傷
跡
が
残
ら
ず
、
入
院
も
短
期
間
で

済
み
ま
す
。

　　
　Ｑ

．「
副
鼻
腔
炎
」
や
「
中
耳
炎
」
の
慢
性
化
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
？

加
藤　

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
耳
だ
れ
な
ど
が
続
い
て
い
て
も
、

慣
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
生
活
に
支
障
が
な
か
っ
た
り
し
て

放
っ
て
お
く
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
思
わ
ぬ
病

気
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
耳

鼻
科
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で

お
話
し
し
た
手
術
治
療
だ
け
で
な
く
、
内
服
治
療
で
良
く
な

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
耳
鼻
科
の
病
気
で
は
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
に
直
結
す
る
症
状
が
多
い
の
で
、
治
療
に

よ
っ
て
、
煩
わ
し
さ
を
軽
減
さ
せ
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ 

さ
い
。
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「
ち
く
の
う
症
」手
術
は

も
う
こ
わ
く
な
い
?!

痛
み
は
少
な
く
、

入
院
も
短
期
に

早
め
に
受
診
を
！



　　
Ｑ
．「
言
語
聴
覚
士
」
の
仕
事
と
は
、
ど
ん
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
？

山
本　

話
す
、
聞
く
、
食
べ
る
…
、
自
然
に
行
っ
て
い
る
こ

と
が
、
病
気
や
事
故
、
加
齢
な
ど
で
不
自
由
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
つ
き
の
障
害
で
困
っ
て
い
る
方
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“
話
す
、
聞
く
、
食
べ
る
”を

支
え
る
プ
ロ

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
病
気
と
も
深
く
関
わ
る
、
食
べ
物
を
飲
み
込
む“
嚥え

ん

下げ

”や
、

発
音
・
発
声
と
い
っ
た“
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
”に
関
す
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
寄
り
添
う
プ
ロ
が
い
る
。

３
人
の「
言
語
聴
覚
士
」に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
。

「
言
語
聴
覚
士
」の 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
科
　
山や

ま

本も
と 

久く

美み

子こ 

主
査
技
師

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
科
　
有あ

り

澤さ
わ 

栄よ
し

朗あ
き 

技
師

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
科
　
浅あ

さ

井い 

慈ち
か

子こ 

技
師



も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
嚥え
ん

下げ

に
問
題
が
あ
る
方
々
の
社
会
復
帰

を
お
手
伝
い
し
、
自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
の
が
、
私
た
ち
「
言
語
聴
覚
士
」
の
仕
事
で
す
。

Ｑ
．
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

浅
井　
“
食
べ
物
が
口
か
ら
こ
ぼ
れ
る
、
う
ま
く
飲
み
込
め

な
い
、
む
せ
る
”
と
い
っ
た
「
摂せ
っ

食し
ょ
く・

嚥え
ん

下げ

障
害
」
に
対
し

て
は
、
咀そ

嚼し
ゃ
くし

て
、
飲
み
込
む
た
め
に
必
要
な
器
官
の
運
動

訓
練
や
、
飲
み
込
む
反
射
を
高
め
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
ま

す
。
口
を
動
か
す
体
操
を
し
た
り
、
実
際
、
ゼ
リ
ー
で
飲
み

込
む
練
習
を
し
た
り
、
ま
た
“
食
べ
る
”
こ
と
と
“
話
す
”

こ
と
は
共
通
点
が
多
い
の
で
、
発
声
練
習
な
ど
も
行
い
ま
す
。

そ
の
方
の
問
題
の
原
因
を
見
つ
け
、
状
況
を
調
べ
な
が
ら
、

対
処
法
を
探
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．
言
葉
に
ま
つ
わ
る
障
害
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
が
あ
り

そ
う
で
す
ね
。

有
澤　

発
音
の
不
明
瞭
さ
や
発
達
の
遅
れ
、
対
人
関
係
の
障

害
、
脳
の
損
傷
な
ど
に
よ
り
、
言
葉
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
影
響
が
み
ら
れ
る
お
子
さ
ん
に
は
、
ま
ず
、
訓
練
場
面

や
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
慣
れ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
言
葉

の
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

山
本　

成
人
の
場
合
は
、「
脳
卒
中
」
や
交
通
事
故
が
原
因

で
脳
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
起
こ
る「
失
語
症
」な
ど
の「
言

語
障
害
」、
ま
た
「
高
次
脳
機
能
障
害
」（
記
憶
障
害
や
注
意

障
害
等
）
に
対
し
て
も
、
一
人
一
人
の
症
状
や
生
活
状
況
に

対
応
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
て
訓
練
を
行
い 

ま
す
。

有
澤　

発
音
・
発
声
に
は
、
聴
覚
の
影
響
が
大
き
く
関
わ
る

た
め
、
聴
力
検
査
な
ど
を
行
い
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
言
葉
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

Ｑ
．
言
語
聴
覚
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で

す
か
？

浅
井　

祖
父
が
「
脳の
う

梗こ
う

塞そ
く
」
を
起
こ
し
、
ご
は
ん
を
む
せ
な

が
ら
苦
労
し
て
食
べ
て
い
る
姿
を
見
て
い
ま
し
た
。
ま
た
親

戚
に
難
聴
が
見
つ
か
り
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
力
に
な
れ
る
職

業
が
あ
る
と
知
っ
て
、
将
来
の
道
を
決
め
ま
し
た
。

有
澤　

私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
た
ち

と
交
流
し
た
経
験
が
あ
り
、
そ
う
し
た
方
た
ち
に
も
っ
と
役

立
ち
た
い
と
思
い
、
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

Ｑ
．
ど
ん
な
時
に
や
り
が
い
と
難
し
さ
を
感
じ
ま
す
か
？

山
本　

私
た
ち
が
対
面
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
て
い
た
だ

く
時
期
と
い
う
の
は
、
病
気
を
さ
れ
て
す
ぐ
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
現
実
に
直
面
す
る
、
一
番
辛

い
時
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
何
と
か
前
向
き
に
訓
練

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
リ

ハ
ビ
リ
専
門
の
病
院
を
経
て
、
自
宅
に
退
院
さ
れ
た
後
、
元

気
な
お
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
る
時
は
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

少
し
ず
つ
で
も
ご
自
身
で
進
歩
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

“
話
す
、
聞
く
、
食
べ
る
”
を
支
え
る
プ
ロ
と
し
て
精
一
杯

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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幅広い診察で
身近な悩みを解決！

「泌尿器科」



9 特集2 ／幅広い診察で身近な悩みを解決! 「泌尿器科」

特集

“おしっこ”の悩みに関するテレビ番組や尿取りパッドのCMなどの影響もあり、
これまで人に言いづらかった排尿にまつわる話題が

少しずつオープンになりつつある今日、さらに相談の敷居を下げるべく、
ここからは富山市民病院の泌尿器科の医師にインタビューする。

幅広い診察で
身近な悩みを解決！

「泌尿器科」

泌
尿
器
科
部
長
　
児こ

玉だ

ま 

浩こ

う

一い

ち 

医
師



　　　
Ｑ
．
ま
ず
、
泌
尿
器
科
の
診
療
領
域
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

児
玉　

泌
尿
器
科
で
は
、
尿
路
（
お
し
っ
こ
の
通
り
道
）
や
、

副
腎
（
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
＝
ス
テ
ロ
イ
ド
を
分
泌
す
る
臓

器
）、
男
性
生
殖
器
、
女
性
の
骨
盤
内
の
疾
患
ま
で
、
か
な

り
広
い
領
域
の
治
療
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
臨
床
の
現
場

で
、
内
科
と
外
科
的
な
疾
患
管
理
を
同
時
に
行
っ
て
い
る
の

も
こ
の
科
の
特
徴
で
す
。

　

今
日
は
私
か
ら
特
に
、「
尿
に
ょ
う

路ろ

性せ
い

器き

腫し
ゅ

瘍よ
う
」
と
「
骨こ
つ

盤ば
ん

臓ぞ
う

器き

脱だ
つ

」
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
つ
づ
い
て
「
尿
路
性
器
腫
瘍
」
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

だ
け
ま
す
か
？

児
玉　

腎じ
ん

臓ぞ
う

や
腎じ
ん

盂う

、
尿
に
ょ
う

管か
ん

、
膀ぼ
う

胱こ
う

、 

尿に
ょ
う

道ど
う

に
で
き
る
腫
瘍

と
、
精せ
い

巣そ
う
や
前ぜ
ん

立り
つ

腺せ
ん
な
ど
男
性
生
殖
器
に
で
き
る
腫
瘍
で
、

悪
性
で
あ
れ
ば
“
が
ん
”
を
指
し
ま
す
。

児
玉　
「
前
立
腺
が
ん
」
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
欧
米
に
多

い
が
ん
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
日
本
で

も
急
増
し
、
男
性
の
部
位
別
が
ん
罹り

患か
ん

率り
つ

は
第
1
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、“
食
生
活
の
欧
米
化
”
や

社
会
全
体
の
“
高
齢
化
”、
ま
た
「
Ｐ
Ｓ
Ａ

検
査
」
と
い
う
、
血
液
中
に
あ
る
前ぜ
ん

立り
つ

腺せ
ん

特と
く

異い

抗こ
う

原げ
ん
「
Ｐ
Ｓ
Ａ
」
の
値
を
測
定
す
る

血
液
検
査
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

が
ん
を
見
つ
け
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
背

景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
前
立
腺
が
ん
」
の
治
療
法
に
は
、
主

に
“
放
射
線
療
法
”、“
手
術
療
法
”、“
ホ

ル
モ
ン
療
法
”
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
当

院
で
は
、
腫
瘍
の
形
状
に
合
わ
せ
て
放
射

線
が
照
射
で
き
る
最
新
の
放
射
線
治
療
装

置
を
導
入
し
、
今
年
7
月
よ
り
臨
床
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
腫
瘍
に
放
射
線
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
正
常
組
織
へ
の

線
量
を
減
ら
せ
る
、
画
期
的
な
治
療
法
で
す
。
リ
ス
ク
が
高

ま
る
50
歳
以
上
の
方
は
忘
れ
ず
に
検
診
を
、
ま
た
家
族
歴
の

あ
る
方
や
排
尿
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
方
は
、
40
歳
か
ら
定
期
的

に
検
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

児
玉　

こ
の
他
、「
腎
臓
が
ん
」
に
つ
い
て
は
、
開か
い

腹ふ
く

手
術

以
外
に
、
当
院
で
は
腹ふ
く

腔く
う

鏡き
ょ
う

手
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
よ
り
ス
リ
ム
に
進
化
し
た
内
視
鏡
で
細
部
ま
で

拡
大
し
て
手
術
を
行
い
、
出
血
も
少
な
く
、
大
き
な
傷
を
残

さ
ず
に
す
む
た
め
、
術
後
の
回
復
が
早
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
全
摘
出
以
外
に
、
悪
く
な
い
と
こ
ろ
は
温
存

す
る
部
分
切
除
と
い
う
方
法
も
行
っ
て
お
り
、
選
択
肢
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
前
立
腺
が
ん
」
も
「
腎
臓
が
ん
」
も
症
状
が
出
に
く
い
た

め
、
自
覚
が
な
い
ま
ま
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、「
無
症
候
性
血
尿
」
と
い
っ
て
、
何
の
痛
み

も
な
く
あ
る
日
突
然
血
尿
が
出
た
場
合
、
そ
れ
き
り
で
あ
っ
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広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る

診
療
の
奥
深
さ

「
前
立
腺
が
ん
」は
、
男
性
の

部
位
別
が
ん
罹り

患か
ん

率り
つ

第
１
位
！

最
新
の
放
射
線
治
療
と

進
化
す
る
腹ふ

く

腔く
う

鏡き
ょ
う

手
術



て
も
「
膀
胱
が
ん
」
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
一
日
も

早
い
検
査
、
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
腹
腔
鏡
手
術
は
、
副
腎
の
摘
除
や
、
腎

盂
と
尿
管
の
つ
な
ぎ
目
が
狭
く
尿
の
流
出
に
障
害
が
あ
る

「
腎じ
ん

盂う

尿に
ょ
う

管か
ん

移い

行こ
う

部ぶ

狭き
ょ
う

窄さ
く

症し
ょ
う」

の
方
の
尿
路
形
成
、
臍へ
そ

か
ら

膿
が
出
る
「
尿
に
ょ
う

膜ま
く

管か
ん

膿の
う

瘍よ
う
」
に
対
す
る
尿
膜
管
摘
除
に
も
用

い
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
次
に
、
女
性
が
気
に
な
る
「
骨
盤
臓
器
脱
」
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

児
玉　

骨
盤
内
の
臓
器
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
筋
膜
や
靭じ
ん

帯た
い
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、“
出
産
”
や
“
加

齢
”、“
体
重
増
加
”
の
影
響
で
、
そ
の
支
持
組
織
が
弱
く
な

り
、
膀
胱
・
子
宮
・
直
腸
な
ど
の
臓
器
が
膣ち
つ
か
ら
脱
出
す
る

「
骨こ
つ

盤ば
ん

臓ぞ
う

器き

脱だ
つ
」
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　

陰
部
の
下か

垂す
い

感か
ん
、
陰
部
に
固
い
も
の
や
瘤こ
ぶ
が
触
る
、
尿
が

出
に
く
い
、
便
秘
な
ど
、
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
婦
人
科

に
も
ま
た
が
る
領
域
で
あ
る
た
め
、
当
院
で
は
両
科
が
協
力

し
合
い
診
断
お
よ
び
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
、

“
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
メ
ッ
シ
ュ
”
と
い
う
人
工
素
材
が
開
発

さ
れ
、
当
院
で
も
「
骨こ
つ

盤ば
ん

底て
い

再さ
い

建け
ん
」
術
に
用
い
て
い
ま
す
。

臓
器
が
落
ち
て
こ
な
い
よ
う
に
留
め
る
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、

再
発
率
は
低
下
し
、
良
好
な
成
績
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　　
Ｑ
．
女
性
は
「
尿
も
れ
」
に
悩
む
方
も
多
い
で
す
よ
ね
。

児
玉　

は
い
。
年
齢
を
重
ね
て
く
る
と
、
男
性
は
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
尿
が
出
に
く
く
、
女
性
は
漏
れ
や
す
く
な
る
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

一
言
に
“
尿
も
れ
”
と
い
っ
て
も
、
咳
や
く
し
ゃ
み
を
し

て
お
腹
に
力
が
入
っ
た
時
に
も
れ
る
「
腹ふ
く

圧あ
つ

性せ
い

尿に
ょ
う

失し
っ

禁き
ん

」
や
、

ト
イ
レ
ま
で
間
に
合
わ
な
い
「
切せ
っ

迫ぱ
く

性せ
い

尿に
ょ
う

失し
っ

禁き
ん

」
な
ど
の
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
失
禁
を
あ
る
程
度
予
防
で
き
る
「
骨こ
つ

盤ば
ん

底て
い

筋き
ん

体た
い

操そ
う
」
や
、
お
薬
に
よ
っ
て
緩
和
す
る
「
薬
物
療
法
」、

ま
た
、
尿
道
を
正
常
な
位
置
に
つ
り
上
げ
戻
す
「
尿
道
つ
り

上
げ
術
」
な
ど
、
症
状
や
原
因
に
適
し
た
治
療
を
行
っ
て
い 

ま
す
。

Ｑ
．
尿
の
悩
み
は
、
相
談
し
づ
ら
さ
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
…
。

児
玉　

現
代
の
長
寿
社
会
に
あ
っ
て
、「
高
齢
に
な
っ
て
か

ら
も
、
い
か
に
快
適
に
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
か
」
と
い

う
の
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
問
題
な
く
、
自
分
で
お
し
っ

こ
が
で
き
る
、
と
い
う
の
は
、“
Ｑ
Ｏ
Ｌ(

生
活
の
質)
”
を

考
え
る
上
で
、
と
て
も
大
切
な
要
素
。
か
つ
て
は
、
人
に
言

え
な
い
悩
み
と
し
て
、
ま
た
は
「
歳
だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と

諦
め
て
い
た
こ
と
も
、
徐
々
に
話
し
や
す
い
雰
囲
気
に
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
後
の
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
が
、

当
院
で
は
よ
り
充
実
し
た
排
尿
に
ま
つ
わ
る
ケ
ア
が
で
き
る

よ
う
、
こ
の
夏
か
ら
「
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
」
を
結
成
し
ま
し

た
。

　

常
に
、
患
者
さ
ま
を
第
一
に
、
新
し
い
知
識
や
技
術
を

も
っ
て
臨
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
一
人
で
悩
ま
ず
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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女
性
特
有
の

「
骨こ

つ

盤ば
ん

臓ぞ
う

器き

脱だ
つ

」
って
？

男
性
は
出
に
く
く
な
り

女
性
は
漏
れ
や
す
く
な
る



　　　
Ｑ
．
ど
う
し
て
尿
路
に
石
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

高
瀬　
「
尿
に
ょ
う

路ろ

結け
っ

石せ
き
」
と
は
、
腎
臓
か
ら
尿
管
、
膀
胱
、
尿

道
と
い
う
尿
の
通
り
道
、
つ
ま
り
尿
路
に
結
石
が
で
き
る
疾

患
の
総
称
で
す
。
結
石
の
で
き
る
場
所
に
よ
っ
て
、
腎
臓
な

ら
「
腎じ
ん

臓ぞ
う

結け
っ

石せ
き
（
腎じ
ん

結け
っ

石せ
き
）」、
結
石
が
尿
管
に
降
り
て
く
れ

ば
「
尿
に
ょ
う

管か
ん

結け
っ

石せ
き
」
と
な
り
ま
す
。

　
“
石
”
の
正
体
は
、
主
に
尿
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、
シ
ュ

ウ
酸
や
リ
ン
酸
と
結
び
つ
い
て
固
ま
っ
た
も
の
で
、
濃
度
が

薄
け
れ
ば
溶
け
た
ま
ま
排
泄
さ
れ
る
の
で
す
が
、
尿
が
濃
縮

さ
れ
る
と
“
石
”
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
痛
み
は
相
当
の
も
の
と
聞
き
ま
す
が
…
？

高
瀬　

結
石
が
腎
臓
に
あ
る
間
は
、
実
は
ほ
と
ん
ど
痛
み
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
細
い
尿
管
へ
移
動
す
る
と
、
事
情
が
違
い

ま
す
。
結
石
よ
り
も
尿
管
が
細
い
場
合
が
多
い
か
ら
で
す
。

尿
管
が
詰
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
腎
臓
や
尿
管
が
腫
れ
ま
す
。

こ
の
様
に
腫
れ
る
こ
と
が
痛
み
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
痛
み

は
結
石
の
位
置
に
も
よ
り
ま
す
が
、
腰
部
、
側
腹
部
お
よ
び

下
腹
部
に
出
現
し
ま
す
。
ま
た
、
尿
管
が
膀
胱
の
流
入
部
に

詰
ま
る
と
残
尿
感
や
頻
尿
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

　

結
石
が
尿
管
な
ど
の
壁
を
傷
つ
け
る
と
、
血
尿
が
出
る
こ
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自
覚
症
状
な
く
進
行
す
る
病
気
も
不
安
だ
が
、
突
然
激
痛
に
お
そ
わ
れ
る
病
気
も
ま
た
、

予
備
知
識
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。
次
は
、
時
に“
出
産
に
次
ぐ
痛
み
”と
も
表
現
さ
れ
る

「
尿
路
結
石
」に
つ
い
て
、
泌
尿
器
科
医
長
の
高
瀬
育
和
医
師
に
話
を
聞
く
。

出
産
に
次
ぐ
痛
み
と
も
!? 

知
っ
て
お
き
た
い「
尿
路
結
石
」の
こ
と

泌
尿
器
科
医
長
　
高た

か

瀬せ 

育や

す

和か

ず 

医
師

尿
路
に
で
き
る

“
石
”の
正
体



と
も
あ
り
ま
す
。

　　
Ｑ
．
さ
ら
に
重
症
化
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

高
瀬　
「
尿
路
結
石
」
は
、
基
本
的
に
は
そ
れ
自
体
が
生
死

を
左
右
す
る
疾
患
で
は
な
い
の
で
す
が
、「
尿
に
ょ
う

路ろ

閉へ
い

塞そ
く

」
に

よ
っ
て
腎
機
能
を
低
下
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
重
篤
な
「
尿

路
感
染
症
（
ウ
ロ
ゼ
プ
シ
ス
な
ど
）」
の
基
礎
疾
患
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
は
一
気
に
重
症

度
が
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
か
？

高
瀬　

尿
路
結
石
の
治
療
法
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
一
般

的
に
は
、
４
ミ
リ
以
下
の
結
石
は
自
然
に
お
し
っ
こ
と
一
緒

に
出
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
排
石
を
促
す
薬
物
治
療
を
優

先
し
ま
す
。
４
ミ
リ
よ
り
大
き
い
結
石
の
場
合
に
は
、
自
然

排
石
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
た
め
、
平
成
26
年
に
更
新
さ
れ

た
最
新
鋭
の
「
体た
い

外が
い

衝し
ょ
う

撃げ
き

波は

結け
っ

石せ
き

破は

砕さ
い

装そ
う

置ち

」
を
用
い
ま
す
。

体
外
で
発
生
さ
せ
た
衝
撃
波
を
集
束
さ
せ
て
、
腎
臓
や
尿
管

の
結
石
に
伝
え
、
砂
状
に
破
砕
す
る
装
置
で
、
治
療
は
１
時

間
ほ
ど
で
済
み
、
治
療
中
の
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

砂
状
に
な
っ
た
結
石
が
、
尿
の
流
れ
と
と
も
に
自
然
に
排
出

さ
れ
る
た
め
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
治
療
法
で
す
。

　

体
外
衝
撃
波
治
療
で
壊
れ
に
く
い
結
石
の
場
合
は
、
数
日

の
入
院
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
内

視
鏡
手
術
を
行
い
ま
す
。
開
腹
手
術
が
行
わ
れ
る
症
例
は
、

近
年
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
結
石
の
大
き
さ
や
場
所
に

よ
っ
て
も
異
な
り
、
治
療
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
進
め
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．「
尿
路
結
石
」
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
良
い

で
す
か
？

高
瀬　
「
尿
路
結
石
」
を
予
防
す
る
た
め
に
一
番
大
事
な
の

は
、
水
分
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
、
お
し
っ
こ
の
量
を
増
や
す

こ
と
で
す
。
お
し
っ
こ
の
量
が
多
い
ほ
ど
尿
が
薄
く
な
る
た

め
、
結
石
を
つ
く
る
物
質
も
溶
け
や
す
く
、
一
緒
に
排
泄
さ

れ
や
す
い
か
ら
で
す
。
実
際
「
尿
路
結
石
」
は
、
汗
を
か
き

尿
が
濃
く
な
る
夏
に
増
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
地
球
の
温

暖
化
で
、
今
以
上
に
猛
暑
が
続
く
よ
う
に
な
る
と
、「
尿
路

結
石
」
の
患
者
さ
ん
が
ま
す
ま
す
増
え
る
と
の
見
方
も
あ
り

ま
す
。

　
「
尿
路
結
石
」
は
再
発
し
や
す
い
疾
患
で
も
あ
り
ま
す
し
、

結
石
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
は
、
他
の
病
気
同
様
、“
適
度

な
運
動
”
や
“
規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
”
を
心

が
け
る
と
同
時
に
、「
脱
水
症
」
に
な
ら
な
い
よ
う
、“
こ
ま

め
な
水
分
補
給
”
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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一気
に
重
症
化
す
る

感
染
症
に
ご
注
意
！

脱
水
症
状
が
リ
ス
ク
因
子
に



Ｑ
．
泌
尿
器
科
の
看
護
に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
？

寺
井　

泌
尿
器
科
は
、
排
泄
や
生
殖
と
い
っ
た
身
体
の
中
で

も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
を
扱
う
診
療
科
で
あ
る
た
め
、
診
察

や
治
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
は
常
に
「
恥
ず
か
し
い
」
と
い

う
思
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。
看
護
師
に
は
、
こ
う
し
た
患
者

さ
ん
の
心
情
を
汲
み
取
り
、
安
心
し
て
治
療
に
取
り
組
め
る

よ
う
精
神
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
役
割
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
検
査
か
ら
診
断
、
手
術
ま
で
を
科
内
で
行
え
る
と
い

う
特
徴
が
あ
り
、
自
科
検
査
の
種
類
も
多
く
、
専
門
知
識
や

技
術
が
必
要
で
す
。
何
よ
り
も
、
排
泄
に
関
す
る
ケ
ア
が
多

く
、
患
者
さ
ん
へ
の
誠
実
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
．
ど
う
い
っ
た
検
査
が
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

寺
井　

血
液
検
査
や
超
音
波
検
査
の
他
、
装
置
に
向
か
っ
て

排
尿
す
る
と
、
尿
の
勢
い
や
排
尿
量
、
排
尿
時
間
な
ど
が
分

か
る
「
尿
流
量
測
定
」、
排
尿
直
後
に
ど
れ
く
ら
い
尿
が

残
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
「
残
尿
検
査
」、
膀
胱
の
形
や
尿

管
へ
の
逆
流
の
有
無
を
調
べ
る
「
膀
胱
造
影
」、
内
視
鏡
検

査
「
膀
胱
鏡
」、
造
影
剤
が
腎
臓
か
ら
膀
胱
ま
で
流
れ
て
い

く
様
子
を
時
間
を
か
け
て
撮
影
す
る
「
点
滴
常
駐
腎
盂
造
影

（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）」
な
ど
、
種
類
が
豊
富
で
す
。

Ｑ
．
谷
さ
ん
が
取
得
さ
れ
た
「
快
適
自
己
導
尿
指
導
士
」
と

は
、
ど
ん
な
資
格
な
の
で
し
ょ
う
か
？

谷　

快
適
自
己
導
尿
指
導
士
と
は
、
自
己
導
尿
に
関
わ
る

人
々
へ
排
尿
や
自
己
導
尿
手
技
な
ど
を
教
え
る
資
格
で
す
。

排
尿
に
は
、
脳
や
脊せ
き

髄ず
い
と
い
っ
た
神
経
が
関
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
脳
血
管
障
害
や
脊
髄
損
傷
、
骨
盤
内
手
術
後
に
神
経
が

う
ま
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
前
立
腺
が
ん
や
前ぜ
ん

立り
つ

腺せ
ん

肥ひ

大だ
い

症し
ょ
うな
ど
で
尿
道
が
狭
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
に
、
尿
が
出
に

く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
向
精
神
薬
や
感
冒
薬
の
成
分

に
よ
っ
て
も
尿
が
出
に
く
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

排
尿
障
害
に
な
る
と
尿
路
感
染
や
腎
機
能
が
低
下
す
る
な

ど
、
様
々
な
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
様
に
、
患
者
さ
ん
自
身
や
家
族
が
一
定
の
時

間
毎
に
尿
道
か
ら
細
い
管
（
カ
テ
ー
テ
ル
）
を
挿
入
し
て
尿

を
出
す
こ
と
を
「
Ｃ
Ｉ
Ｃ
（
清せ
い

潔け
つ

間か
ん

欠け
つ

導ど
う

尿に
ょ
う）」
と
い
い
ま
す
。

留
置
カ
テ
ー
テ
ル
に
比
べ
、
尿
路
感
染
を
起
こ
す
危
険
性
が

低
く
な
る
こ
と
に
加
え
、
外
出
や
旅
行
な
ど
が
可
能
と
な
り
、

患
者
さ
ん
自
身
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上
に
も
繋
が

り
ま
す
。
当
院
は
、
私
を
含
め
た
４
名
が
快
適
自
己
導
尿
指

導
士
の
資
格
を
取
得
し
、
自
己
導
尿
を
行
う
患
者
さ
ん
の
生

活
に
寄
り
添
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
看
護
に
は
繊
細
な
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
ね
。

寺
井　

こ
れ
は
ど
の
科
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
患
者
さ

ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
、
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ

せ
た
、
一
律
で
は
な
い
対
応
が
必
要
で
す
。
新
た
に
結
成
し

た
「
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
」
と
共
に
更
に
チ
ー
ム
力
の
向
上
を

図
り
、
患
者
さ
ん
の
抱
え
る
苦
痛
や
気
持
ち
を
慮
お
も
ん
ば
かり
、
患
者

さ
ん
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
援
助
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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泌
尿
器
科
の
看
護
師
が
日
頃
ど
ん
な
思
い
や
技
術
を
も
っ
て
看
護
に
あ
た
っ
て
い
る
の
か
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
。

「
泌
尿
器
科
」な
ら
で
は
の
深
慮
あ
る
看
護
の
現
場

泌尿器科

寺
て ら

井
い

 久
く

美
み

子
こ

看護師長

泌尿器科

谷
た に

　　 玲
れ い

主任看護師（快適CIC指導士）



Ｑ
．「
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
」
は
、
ど
ん
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

青
木　

児
玉
医
師
を
中
心
に
、
看
護
師
と
理
学
療
法
士
が
一

つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
ま
す
。「
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
」
の
資
格
を
も
っ
て
い
る
私
も
、
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．「
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師
」
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

青
木　

日
本
看
護
協
会
が
認
定
し
て
い
る
も
の
で
、
褥
じ
ょ
く

瘡そ
う

(

＝
床
ず
れ)
な
ど
の
傷
や
、
人
工
肛
門
を
含
め
た
皮
膚
の

ケ
ア
と
、
排
泄
に
ま
つ
わ
る
ケ
ア
を
高
い
水
準
で
実
践
し
、

医
療
チ
ー
ム
活
動
の
中
で
役
割
モ
デ
ル
が
果
た
せ
る
と
認
め

ら
れ
た
看
護
師
で
す
。
排
泄
ケ
ア
の
中
に
は
、
も
ち
ろ
ん
排

尿
ケ
ア
が
含
ま
れ
て
お
り
、
排
尿
障
害
に
お
け
る
知
識
を
も

と
に
評
価
を
行
い
、
問
題
の
改
善
を
促
し
ま
す
。

Ｑ
．「
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
」
の
一
番
の
目
的
は
何
で
す
か
？

青
木　

一
番
の
目
的
は
、
尿
道
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
を
一
日
で

も
早
く
抜
き
去
り
、
尿
路
感
染
を
防
止
す
る
と
と
も
に
排
尿

自
立
に
導
く
こ
と
で
す
。
身
体
機
能
の
低
下
や
社
会
生
活
を

制
限
す
る
障
害
、
ま
た
苦
痛
を
取
り
除
き
、
自
分
ら
し
い
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

Ｑ
．
理
学
療
法
士
の
立
場
か
ら
は
ど
ん
な
ケ
ア
を
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
？

愛
場　

一
言
で
ト
イ
レ
に
行
く
と
言
っ
て
も
、
起
き
上
が
り
、

立
ち
上
が
り
、
歩
行
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
動
作
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
排
尿
の
際
は
腹
圧
も
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
た
り
前
に
出
来
て
い
る
時
は
気
に
も
と
め
ま
せ
ん
が
、
実

は
ト
イ
レ
動
作
に
は
筋
力
や
体
力
な
ど
が
大
き
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
動
作
の
専
門
家
で
あ
る
理
学
療
法
士
が
、
運
動
療

法
や
環
境
設
定
な
ど
を
通
し
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
協
力
体
制
が
取
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

青
木　

各
患
者
さ
ん
の
既
往
歴
や
現
状
な
ど
に
つ
い
て
情
報

共
有
す
る
た
め
、
週
２
回
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
協

力
し
て
排
尿
自
立
指
導
管
理
を
し
ま
す
。
一
見
地
味
な
仕
事

で
す
が
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
“
自
分
で
お
し
っ
こ
が
で

き
れ
ば
家
に
帰
れ
る
”
と
い
う
大
き
な
目
標
に
も
な
り
ま
す

し
、
人
生
の
意
欲
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

15 特集2 ／幅広い診察で身近な悩みを解決! 「泌尿器科」

か
ね
て
か
ら
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
、
臨
床
に
ま
で
な
か
な
か
広
が
ら
な
か
っ
た

「
排
尿
ケ
ア
」に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
平
成
28
年
度
に
診
療
報
酬
を
改
定
。

こ
れ
を
契
機
に
、
富
山
市
民
病
院
で
は
、
特
に
排
尿
管
理
の
知
識
と
技
術
を
も
っ
た

「
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
」を
結
成
。
こ
の
８
月
よ
り
本
格
始
動
す
る
。

い
よ
い
よ
始
動
！ 

「
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
」

西病棟４階

青
あ お

木
き

 かずみ
副看護師長

リハビリテーション科

愛
あ い

場
ば

 友
と も

恵
え

主任技師（理学療法士）



　
Ｑ
．「
術
前
検
査
セ
ン
タ
ー
」
は
院
内
の
ど
こ
に
あ
る
の
で

す
か
？

宮
前　

正
面
玄
関
ホ
ー
ル
右
手
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
」
内
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
内
に

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
考
慮
し
て
、
４
つ
の
個
室
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

宮
前　

各
科
で
手
術
が
決
ま
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
安

全
に
、
安
心
し
て
手
術
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
手
術
に

必
要
な
検
査
の
段
取
り
や
、
手
術
前
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
を
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　　　
Ｑ
．
患
者
さ
ん
の
中
に
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
方
も
あ

る
の
で
は
…
？

宮
前　

そ
う
で
す
ね
。
手
術
が
決
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
混
乱

さ
れ
て
い
た
り
、
素
直
に
不
安
な
思
い
を
口
に
し
た
り
す
る

方
も
多
い
で
す
。
平
静
に
見
え
て
も
、
シ
ョ
ッ
ク
を
内
に
秘

め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
中
に
は
、
医
師
に
そ
の
場
で
聞
き
そ
び
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
質
問
さ
れ
る
患
者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

Ｑ
．
そ
の
よ
う
な
方
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
で

す
か
？

宮
前　

私
の
場
合
は
、
外
科
病
棟
に
い
た
経
験
が
生
か
せ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
専
門
的
な
質
問
に
対
し
て
は
、
然
る

べ
き
ス
タ
ッ
フ
に
確
認
を
し
て
か
ら
お
答
え
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
説
明
に
際
し
て
も
、
理
解
力
は
あ
る
が
不
安
が

大
き
い
、
逆
に
、
手
術
経
験
は
あ
っ
て
も
理
解
力
が
乏
し
い

な
ど
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
に
合
っ
た
話
し
方
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
ど
ん
な
時
に
喜
び
を
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？

宮
前　

手
術
を
無
事
終
え
ら
れ
た
方
が
、
退
院
の
時
な
ど
に

「
元
気
に
な
っ
た
よ
！
」
と
会
い
に
来
て
下
さ
る
こ
と
が
あ

り
、
そ
う
い
う
時
は
心
か
ら
ホ
ッ
と
し
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
今
後
、
ど
の
よ
う
な
場
に
し
て
い
き
た
い
と
お
考
え
で

す
か
？

宮
前　

患
者
さ
ん
に
は
必
ず
、「
後
で
分
か
ら
な
い
こ
と
、

聞
き
た
い
こ
と
が
も
し
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ

い
ね
」
と
、
付
け
加
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
お
電
話
で

も
構
い
ま
せ
ん
し
、
思
い
つ
い
た
時
に
何
で
も
質
問
で
き
る

よ
う
な
拠
点
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
周
術
期
の
イ
メ
ー
ジ

を
な
る
べ
く
つ
か
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
力
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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手
術
が
決
ま
っ
た
時
、
必
ず
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
の
が「
術
前
検
査
セ
ン
タ
ー
」。

そ
こ
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
場
所
な
の
か
、
窓
口
で
あ
る
地
域
医
療
連
携
室
の
宮
前
主
任
看
護
師
に
話
を
聞
い
た
。

い
ざ
手
術
が
決
ま
っ
た
ら
訪
れ
る
の
が 

「
術
前
検
査
セ
ン
タ
ー
」

地域医療連携室

宮
み や

前
ま え

 悠
ゆ

華
か

主任看護師

「
術
前
検
査
セ
ン
タ
ー
」の
役
割

手
術
前
の
不
安
を
少
し
で
も

取
り
除
く
た
め
に

何
で
も
質
問
し
や
す
い

身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い
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●会場／富山市民病院1階看護外来待合室　　●時間／11:00～ 12:00

●お問い合わせ先／「がん何でも相談室」 TEL.076-422-1112（内線2560）

02

自衛消防隊消防操法大会に
参加しました

　富山県広域消防防災センターにて第11回自衛消

防隊消防操法大会が行われました。この大会は、富

山消防署管轄内の企業や施設、病院などから参加し、

各事業所における防火意識の向上及び火災発生時に

おける自衛消防隊員の初期消火体制の確立を図るこ

とを目的として毎年実施されています。当院からは、

毎年、看護部・臨床検査科・放射線技術科・リハビ

リテーション科・事務局の職員

や委託業者など各職種からメン

バーを選出し、男女各1チーム

が屋内消火栓の部に出場してい

ます。隊員に選ばれたメンバー

は、大会に向けて約1か月間練習に取り組んできま

した。初期消火のため必要な技術を身に付けること

により、日頃から災害に対する意識の向上に努めて

います。

T O P I C S

01

市民公開講座のご案内

T O P I C S

10.26（水） 悪性リンパ腫について 寺﨑　靖（血液内科医師）

11. 1（火） 緩和ケアについて 舩木康二郎（緩和ケア内科医師）

11.11（金） 膵臓がんについて 水野　秀城（消化器内科医師）

11.18（金） 乳がんのおはなし 吉川　朱実（外科医師）

11.29（火） がんの予防と胃がん大腸がんの治療 泉　良平（病院事業管理者・外科医師）

　10月から11月にかけて、第16回市民公開講座「がんについて学ぶ会」を開催します。

　「がん」をテーマとした、当院の専門医師によるリレー方式の講座となっています。6月から7月にかけ

て同様のテーマで第15回を開催しました。全5回の講座に延べ150人の方にご参加いただきました。

　今回は同じテーマで下記のとおりの開催予定となっております。「がん」に興味のある方、前回の講

座を聞き逃された方、もう一度講座を聞いてみたい方は、ぜひご参加ください。

　予約や申し込みは不要で、どなたでもご参加いただけますので、皆様のお越しをお待ちしています。



●開催時間／各回10:30～（30分程度） ●会場／富山市民病院1階看護外来待合室
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 3 月 心臓と肺の働きと運動療法
 4 火 便秘のお話
 5 水 インフルエンザにかからない！

うつさない！  ための感染対策
 6 木 知っておきたい薬の知識
 7 金 糖尿病の合併症について
11 火 検査結果の見方～腎臓～
12 水 たばこと病気
13 木 乳がん検診を受けましょう！

がん何でも相談室ってどんなとこ？
14 金 こどものホームケア（けいれん）
17 月 骨粗鬆症について
18 火 慢性腎臓病について
19 水 白内障について
20 木 がんについて知ろう！
21 金 内視鏡について
24 月 メンタルヘルス～こころの健康～
25 火 高齢者と肺炎
27 木 認知症って、何？
28 金 いざという時の応急処置
31 月 気を付けたい高齢者の食事

まって！ その食事で大丈夫？

 2 水 冬に流行する感染症
 4 金 糖尿病の合併症について
 7 月 お口の体操～食べる力を鍛えよう～
 8 火 ジェネリックを知ろう
 9 水 いびき気になりませんか？

睡眠時無呼吸症候群の
セルフチェックをしてみよう

10 木 乳がん検診を受けましょう！
がん何でも相談室ってどんなとこ？

14 月 すい炎について
15 火 お口の健康
16 水 肺炎予防は食事から

～食事の工夫で誤嚥を防ぐ～
17 木 がんについて知ろう！
21 月 検査結果の見方～総合～
22 火 フットケア～足からの健康～
24 木 認知症の基礎知識
25 金 いざという時の応急処置
28 月 災害時の医療体制と震災関連病
30 水 尿もれについて

 1 木 今日からできる減塩の食事
 2 金 糖尿病の合併症について
 5 月 脳卒中について
 6 火 カサカサお肌のスキンケア
 7 水 インフルエンザにかからない！

うつさないための感染対策
 8 木 乳がん検診を受けましょう！

がん何でも相談室ってどんなとこ？
 9 金 こどものホームケア（脱水）
12 月 すい炎について
13 火 放射線治療について
14 水 禁煙への手助け
15 木 がんについて知ろう！
16 金 おしっこトラブルで悩んでいませんか？
19 月 １０分間でできる腰痛体操
20 火 慢性腎臓病について
21 水 子育て・孫育て講座
22 木 認知症の検査・治療について
26 月 心臓の病気について
27 火 フットケア～足からの健康～
28 水 痛みと上手に付き合おう

富 山 市 民 病 院 の 基 本 理 念
The Idea of the Toyama City Hospital

ふ れ あ い 健 康 講 座

使　命
MISSION 私たちは医療を通して皆様の健康を守り、豊かな地域づくりに貢献します。

富山市民病院の存在意義

●思いやり やさしさ、やすらぎ、おもてなし、親切
●つながり 連携、チームワーク、わかりやすさ

価値観
VALUE

●信頼 安全・安心、満足、透明性
●良質 技術、知識、向上心、科学的
●俊敏 迅速、効率的、的確

我々が何を大切にしていくかのキーワード

展　望
VISION

●地域から最も信頼される病院になる
●地域医療の質向上を牽引する病院になる
●地域医療情報ネットワーク構築の中心的役割を担う病院になる

将来どのような姿を目指すのか

日本医療機能評価機能富山市立富山市民病院

富山市立富山市民病院

富山市民病院マガジン「きよら」

●題名の「きよら」は病院の清潔なイメージや医療の透明性、
そして心の美しさを表し、柔らかでやさしい書体はやすらぎ
と信頼を表現しています。
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※講座内容は変更になる場合がございます。

特集
Special Feature

新体制で挑む! 最新の治療 「耳鼻いんこう科」
幅広い診察で身近な悩みを解決! 「泌尿器科」
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